
参考資料９ 

計画作成参画者に関する関連条文 

 

○労働安全衛生規則（抄） 

 

（仕事の範囲） 

第八十九条 法第八十八条第二項の厚生労働省令で定める仕事は、次のとおり

とする。 

 一 高さが三百メートル以上の塔の建設の仕事 

 （以下略） 

 

第九十条 法第八十八条第三項の厚生労働省令で定める仕事は、次のとおりと

する。 

 一 高さ三十一メートルを超える建築物又は工作物（橋梁を除く。）の建設、

改造、解体又は破壊（以下「建設等」という。）の仕事 

 二 最大支間五十メートル以上の橋梁の建設等の仕事 

 二の二 最大支間三十メートル以上五十メートル未満の橋梁の上部構造の建

設等の仕事（第十八条の二の場所において行われるものに限る。） 

 三 ずい道等の建設等の仕事（ずい道等の内部に労働者が立ち入らないもの

を除く。） 

 四 掘削の高さ又は深さが十メートル以上である地山の掘削（ずい道等の掘

削及び岩石の採取のための掘削を除く。以下同じ。）の作業（掘削機械を用

いる作業で、掘削面の下方に労働者が立ち入らないものを除く。）を行う仕

事 

 五 圧気工法による作業を行う仕事 

 （以下略） 

 

（資格を有する者の参画に係る工事又は仕事の範囲） 

第九十二条の二 法第八十八条第四項の厚生労働省令で定める工事は、別表第

七の上欄第十号及び第十二号に掲げる機械等を設置し、若しくは移転し、又

はこれらの主要構造部分を変更する工事とする。 

２ 法第八十八条第四項の厚生労働省令で定める仕事は、第九十条第一号から

第五号までに掲げる仕事（同条第一号から第三号までに掲げる仕事にあつて

は、建設の仕事に限る。）とする。 

 

（計画の作成に参画する者の資格） 

第九十二条の三 法第八十八条第四項の厚生労働省令で定める資格を有する者

は、別表第九の上欄に掲げる工事又は仕事の区分に応じて、同表の下欄に掲

げる者とする。 

  



別表第九（第九十二条の三関係）  

工事又は仕事の区分 資 格 

別表第七の上欄第十

号に掲げる機械等に

係る工事 

（注：型枠支保工（支

柱の高さが三・五メ

ートル以上のものに

限る。）） 

 

 

 

一 次のイ及びロのいずれにも該当する者 

イ 次のいずれかに該当する者 

（１） 型枠支保工に係る工事の設計監理又は施工管理の実

務に三年以上従事した経験を有すること。 

（２） 建築士法（昭和二十五年法律第二百二号）第十二条

の一級建築士試験に合格したこと。 

（３） 建設業法施行令第二十七条の三に規定する一級土木

施工管理技術検定又は一級建築施工管理技術検定に合

格したこと。 

ロ 工事における安全衛生の実務に三年以上従事した経験

を有すること又は厚生労働大臣の登録を受けた者が行う

研修を修了したこと。 

二 労働安全コンサルタント試験に合格した者で、その試験

の区分が土木又は建築であるもの 

三 その他厚生労働大臣が定める者 

別表第七の上欄第十

二号に掲げる機械等

に係る工事 

（注：足場（つり足

場、張出し足場以外

の足場にあつては、

高さが十メートル以

上の構造のものに限

る。）） 

 

 

一 次のイ及びロのいずれにも該当する者 

イ 次のいずれかに該当する者 

（１） 足場に係る工事の設計監理又は施工管理の実務に三

年以上従事した経験を有すること。 

（２） 建築士法第十二条の一級建築士試験に合格したこと。 

（３） 建設業法施行令第二十七条の三に規定する一級土木

施工管理技術検定又は一級建築施工管理技術検定に合

格したこと。 

ロ 工事における安全衛生の実務に三年以上従事した経験

を有すること又は厚生労働大臣の登録を受けた者が行う

研修を修了したこと。 

二 労働安全コンサルタント試験に合格した者で、その試験

の区分が土木又は建築であるもの 

三 その他厚生労働大臣が定める者 



第八十九条第一号に

掲げる仕事及び第九

十条第一号に掲げる

仕事のうち建設の仕

事（ダムの建設の仕

事を除く。） 

 

 

一 次のイ及びロのいずれにも該当する者 

イ 次のいずれかに該当すること。 

（１） 学校教育法による大学又は高等専門学校において理

科系統の正規の課程を修めて卒業し（大学改革支援・学

位授与機構により学士の学位を授与された者（当該課程

を修めた者に限る。）又はこれと同等以上の学力を有する

と認められる者である場合を含む。次項第一号イ（１）にお

いて同じ。）、その後十年以上建築工事の設計監理又は

施工管理の実務に従事した経験を有すること。 

（２） 学校教育法による高等学校又は中等教育学校におい

て理科系統の正規の学科を修めて卒業し、その後十五年

以上建築工事の設計監理又は施工管理の実務に従事し

た経験を有すること。 

（３） 建築士法第十二条の一級建築士試験に合格したこと。 

ロ 建設工事における安全衛生の実務に三年以上従事した

経験を有すること又は厚生労働大臣の登録を受けた者が

行う研修を修了したこと。 

二 労働安全コンサルタント試験に合格した者で、その試験

の区分が建築であるもの 

三 その他厚生労働大臣が定める者 



第八十九条第二号か

ら第六号までに掲げ

る仕事及び第九十条

第一号から第五号ま

でに掲げる仕事（同

条第一号に掲げる仕

事にあつてはダムの

建設の仕事に、同条

第二号、第二号の二

及び第三号に掲げる

仕事にあつては建設

の仕事に限る。） 

 

 

 

 

一 次のイからハまでのいずれにも該当する者 

イ 次のいずれかに該当すること。 

（１） 学校教育法による大学又は高等専門学校において理

科系統の正規の課程を修めて卒業し、その後十年以上土

木工事の設計監理又は施工管理の実務に従事した経験

を有すること。 

（２） 学校教育法による高等学校又は中等教育学校におい

て理科系統の正規の学科を修めて卒業し、その後十五年

以上土木工事の設計監理又は施工管理の実務に従事し

た経験を有すること。 

（３） 技術士法（昭和五十八年法律第二十五号）第四条第

一項に規定する第二次試験で建設部門に係るものに合格

したこと。 

（４） 建設業法施行令第二十七条の三に規定する一級土木

施工管理技術検定に合格したこと。 

ロ 次に掲げる仕事の区分に応じ、それぞれに掲げる仕事

の設計監理又は施工管理の実務に三年以上従事した経

験を有すること。 

（１） 第八十九条第二号の仕事及び第九十条第一号の仕

事のうちダムの建設の仕事 ダムの建設の仕事 

（２） 第八十九条第三号の仕事並びに第九十条第二号及び

第二号の二の仕事のうち建設の仕事 橋梁の建設の仕

事 

（３） 第八十九条第四号及び第五号の仕事並びに第九十条

第三号の仕事のうち建設の仕事 ずい道等の建設の仕事 

（４） 第八十九条第六号及び第九十条第五号の仕事 圧気

工法による作業を行う仕事 

（５） 第九十条第四号の仕事 地山の掘削の作業を行う仕

事 

ハ 建設工事における安全衛生の実務に三年以上従事した

経験を有すること又は厚生労働大臣の登録を受けた者が

行う研修を修了したこと。 

二 労働安全コンサルタント試験に合格した者で、その試験

の区分が土木であるもの 

三 その他厚生労働大臣が定める者 

 


